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漏洩電磁界強度の測定値の解釈を行うためには、漏洩電磁界の直接的な原因と

なっている、電力線を流れるコモンモード電流の実測を行うのが有効です。 

 

一般家屋では電力線が壁の中に配線されているため、これまでの作業班での実

験等では、実際に配線されている電力線にコモンモード電流を計測することは

容易ではなかったと想像します。 

一方、実験が工場で実施される場合、配線が露出している箇所では、電力線の

コモンモード電流計測は容易に実施することが可能ですので、コモンモード電

流計測の検討を求めます。 
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